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中
央
ア
ル
プ
ス
宝
剣
岳
の
直
下

に
広
が
る
千
畳
敷
カ
l
ル
。
駒
ヶ

岳
ロ
l
プ
ウ
ェ
イ
の
千
畳
敷
駅

(
標
高
約
一
一
、
六

一
一一

M
)
に
降

り
立
つ
と
、
紅
葉
が
彩
る
別
世
界

が
広
が
っ
た
。
目
の
前
に
そ
び
え

る
険
し
い
岩
山
。

「
想
像
し
た
以

上
。
す
ご
い
ね
」

。
若
い
女
性
の

声
が
弾
ん
だ
。

カ
ー
ル
は
、
氷
河
に
浸
食
さ
れ

て
で
き
た
わ
ん
状
の
「
圏
谷
」
を

指
す
ド
イ
ツ
語
。
千
畳
敷
は
日
本

で
唯
一
、
山
の
麓
か
ら
見
え
る
こ

と
で
知
ら
れ
る
。
全
国
的
に
も
ま

れ
な
地
球
活
動
の
痕
跡
を
体
感
で

き
る
場
所
と
し
て
、
伊
都
穴
合
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
。

し
ら
ぴ
平
と
千
畳
敷
を
結
ぶ
ロ

ー
プ
ウ
ェ
イ
は
一
九
六
七
(
昭
和

四
十
二
)
年
に
完
成
。
そ
れ
ま
で

一
部
の
登
山
者
し
か
触
れ
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
中
ア
の
大
自
然

が
、
一
般
の
人
に
も
身
近
な
存
在

と
な
っ
た
。
二
O
一
O
年
に
は
乗

車
数
一
千
万
人
を
突
破
。
韓
国
、

台
湾
な
ど
海
外
か
ら
訪
れ
る
観
光

紅
葉
彩
る
中
ア
の
大
自
然

(駒ケ根市・宮田村〉千畳敷カール

客
、
登
山
者
も
多
い
。

千
畳
敷
か
ら
約
一
時
間
。
き
つ

い
登
り
道
を
歩
い
て
た
ど
り
着
い

一
対
た
宝
剣
岳
(
二
、
九
三
一
む
の

一げ
山
頂
か
ら
見
下
ろ
す
と
、
千
畳
敷

判
カ
l
ル
は
ま
た
別
の
表
情
を
見
せ

一
明
た
。
遠
く
広
が
る
伊
那
谷
の
街
並

一『
み
が
、
太
陽
の
光
に
輝
い
た
。

一

吋

(

中

山
道
雄
)

一カ一
蹴
閤
幽
圏
圃

国
去
λ
通
省

汗

h

天
竜
川
上
流
河
川
車
務

劃

ハ
」

所
(
駒
ケ
根
市
)
の
プ

一

も

ロ

ジ

ェ

ク

ト

。
上
下
伊

一
蹴
那
地
域
で
、
土
木
工
学
的
な
工
夫

一山
が
認
め
ら
れ
る
遺
構
や
自
然
災
害

一蜘
の
痕
跡
、
文
化
交
流
存
伝
え
る
史

一宝
跡
な
ど
を
登
録
。
遺
産
を
紹
介
し

な
が
ら
、
防
災
教
育
や
地
域
振
興

な
ど
で
の
活
用
を
目
指
し
て
い

る
。
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